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お客様各位
SOLAS輸出コンテナ総重量確定制度について
拝啓　貴社ますますご繁栄のこととお喜び申し上げます。平素は格別のご高配を賜り、

厚く御礼申し上げます。
　　　SOLAS条約の改正により、平成28年７月１日より国際海上コンテナは荷送人（＝船社
が発行する船荷証券（B/L）に荷送人として記載される者）は、条約に定められた方法にて、

計量されたコンテナ総重量情報を　船積み前に船長又、代理人、ターミナルへ提供する必要が

ございます。

この内容は国土交通省より関係省令が交付されており、その内容を解説したガイドライン

（国海査第37号・国港経第9号）が作成されました。これらを踏まえ下記の通りご案内

致します。

1.　コンテナ重量情報の受渡しについて

　　　　　　　重量情報の受渡しについては　全国ターミナルにおいて、現行使用されている
搬入票を基本的に使用する事とし、そこに記載された総重量をSOLAS条約で
定められた確定方法によって届出荷送人または登録確定事業者ないしその代行者が
計測した重量であると見做します。また署名は同様に届出荷送人または登録確定
事業者ないしその代行者の署名として見做します。
よって、搬入票署名欄には当該コンテナ重量が届出荷送人または登録確定事業者

によって確定された重量であることを確認の上で　署名を行ってください。

これ以外にターミナルによっては届出荷送人番号や登録事業者番号の記載をお願い
する場合がございます。予めご了解ください。
また、搬入票に必要事項等の記載誤りがあった場合は、コンテナ引受けが出来ません

ので、ご注意願います。重量申告締切日であるCY-CUT日に搬入の場合で記載誤りが

あった場合は修正に時間がかかり、本船積みに間に合わない等々ございますので

記入には予め十分に御配慮頂く様お願い致します。

　　　　

　　　　2．申告重量と実重量の相違を発見した場合の措置

　　　　　　　コンテナターミナルにおいて申告重量と実重量に大きな隔たり(相違)があった場合

の措置として、搬入票署名欄の署名者へご連絡させて頂き、再計量若しくは正確な

重量の再申告を要請させていただきます。

正確な重量が申告されない場合は船積みを受けられません。また　ターミナル内

での当該重量計測は一切受ける事が出来ませんので予めご注意願います。

　　　　3.　国土交通省ガイドライン「重量確定方法の足し合わせの算出」につきまして

貨物重量に足し合わされる空コンテナ重量はピックアップされたコンテナのドアに

記載された「TARE　WEIGHT」を利用して算出願います。

　　　　4.　当該改訂されたSOLASルール適用について

適用は平成28年7月1日の本船積みからとなります。7月1日以降の船積み予定で　

既に搬入されている場合や早めに搬入されるコンテナについては当該総重量報告が

必要となります。早めにターミナルへご連絡ください。

　　　　　　　また6月下旬船積み出荷予定が輸出の延期や本船遅延によって７月にずれ込んだ

場合においても荷送人の責任においてコンテナ総重量申告が必要となりますので、

その可能性がある場合は御準備を6月から早めにお願い致します。

　　　　　　

　　　　　　　以上　これらの要件につきまして御理解の程　宜しくお願い申し上げます。敬具　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


